
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 風船バレーや工作作業、昼食作り 

 季節が変わっても皆様変わらず元気です 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『入社』 

令和４年度がスタートして一月が経ちました。おかげさまで、４月より新たに数名の職員が入社され、すでに日々の

生活の支援にあたっていただいているところです。 

私がこの業界（特別養護老人ホーム）で初めて仕事に就いたのは、昭和６３年７月でした。忘れもしません、いきな

り見習い夜勤からでした。幸いにも、先輩職員のご配慮で少し寝かせていただけましたが、仕事は、先輩職員に金魚

の糞のようにくっ付いてまわり、正直何が何だかわからないままに朝を迎え、勤務終了となりました。ただ、なにか

清々しい達成感を抱いて、テンション上げ上げで家に帰ったことを覚えております。 

綾小路きみまろではありませんが、あれから３４年！今年は還暦を迎える年になりました。新人だったあの頃を思い

出し、今年入社された新人さんの気持ちを勝手に思い巡らせて、彼らが末長くアウルで仕事をし続けられるように心

の中で祈っております。 

どうか、決して焦らず、気負わず、急がずに、皆さんのお力になっていただけるいいなと願っております。そして、

これからも、日々笑いの耐えない、ユーモア溢れる、心豊かなアウルであり続けられるように支援して参ります。 

                        感謝 

有限会社 グッドライフ 

取締役・総合施設長 宮 崎 直 人 

 

 

 

  


